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給与の平準化で行動促進を仕掛ける

0

時間的平準化 ラチェット効果を利用して、従業員をサボらせないための仕組みの一例

組織的平準化 序列化しないことで、作業にムラを出させない仕組みの一例

昇格や昇給による
動機づけ

「自分は給料をそこまでも
らってないから、やらなくても

いい」という感情

序列意識や不公平感が
生まれる離職の増加や品質の低下

経験年数等に関わらず
全員一律時給、かつフリー

スケジュール制

賃金の均一性と、働きや
すさによって職場におけるス

トレスを低減

職場での競争よりも、
自由かつ安心を重視

定着率の向上と品質、
生産性の向上
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定期的にまとまった報酬が入る仕組み
→インセンティブは変動所得と捉えられるため、消費性向が左右され
るケースは少ない。

毎月高額の報酬が入ってくる仕組み
→恒常所得の水準が高まり、消費性向が上昇する。高まった消費
水準を下げたくない（＝高い月給を保ちたい）と考えることを利用。

下段参考企業：https://note.com/hokutomuto/n/n247cd151d674

※同企業には、「嫌いな作業はやらなくてよいルール」など、魅力的な仕掛けが他にもあります。その一方で、下部参考URL内にもある
ように、求人募集内容にて最初に否定的な現実を示すことでアンカリング効果を働かせている点も面白い仕掛けと考えられます。
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